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Ⅰ教育力リキュラム  
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○介護福祉士制度の施行から現在に至るまでの高齢者介護や障害者福祉を取   

り巻く状況の変化に伴う介護ニーズの変化を踏まえ、現行の科目、カリキュラム、  
シラバスにとらわれず、今日的視点で抜本的に見直す。（介護福祉士のあり方   
及び養成プロセスの見直し等に関する検討会報告書）  

O「求められる介護福祉士像」を実現していくことが最終的な目標であるという姿   

勢を基本とする。（社会保障審議会福祉部会意見）  

○介護福祉士の国家試験に求める水準は、介護を必要とする幅広い利用者に対  
する基本的な介護を提供できる能力とする。養成課程における教育内容も幅広   
く基本的な内容とし、資格取得後の現任研修等による継続的な教育を視野に入   
れた内容とする。（介護福祉士のあり方及び養成プロセスの見直し等に関する   
検討会報告書）  

O「介護のため」という視点のもと、理論と実践の融合を目指す。（同上）  
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求められる介護福祉士像   

これからの介護福祉士については、介護福祉士創設以降の変化とこれからの介護ニーズに対応し、   

介護サービスにおける中心的役割を担える人材として次のような人材養成における目標が考えられ   

る。 
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①尊厳を支えるケアの実践  

②現場で必要とされる実践的能力  

③自立支援を重視し、これからの介護ニーズ、政策にも対応できる  

④施設・地域（在宅）を通じた汎用性ある能力  

⑤心理的・社会的支援の重視  

⑥予防からリハビリテーション、看取りまで、利用者の状態の変化に対応できる  

⑦ 多職種協働によるチームケア  

⑧ 一人でも基本的な対応ができる  

⑨「個別ケア」の実践  

⑩利用者・家族、チームに対するコミュニケーション能力や的確な記録・記述力  

⑪ 関連領域の基本的な理解  

⑫高い倫理性の保持  



教育体系を「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」の3領域に再編  

介護が実践の技術であるという性格を踏まえ、   

○その基盤となる教養や倫理的態度の洒養に資する「人間と社会」   

O「尊厳の保持」「自立支援」の考え方を踏まえ、生活を支えるための「介護」   
○多職種協働や適切な介護の提供に必要な根拠としての「こころとからだのしくみ」  

の3領域に再構成する。  

5   



養成の目標  

求められる介護福祉士像  
－ ■ ■■－ ● 1 － － － － ■■■■■一 一 ■■■－一 一 － － － －■■ ■lllll1－ ■  

l  

資格取得時の到達目標  

：1．尊厳を支えるケアの実践  
1  

12．現場で必要とされる実践的能力  
l  

1．他者に共感でき、相手の立場に立って考えられ  

る姿勢を身につける  

2．あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の  

知識・技術を習得する  

3．介護実践の根拠を理解する  

4．介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活  

用一発拝させることの意義について理解できる  

5．利用者本位のサービスを提供するため、多職  

種協働によるチームアプローチの必要性を理解  

できる  

6．介護に関する社会保障の制度、施策について  

の基本的理解ができる  

7．他の職種の役割を理解し、チームに参画する能  

力を養う  

8．利用者ができるだけなじみのある環境で日常的  

な生活が送れるよう、利用者ひとりひとりの生  

活している状態を的確に把握し、自立支援に資  

するサービスを総合的、計画的に提供できる能  

力を身につける  

9．円滑なコミュニケーションの取り方の基本を身に  
つける  

10．的確な記録一記述の方法を身につける  

11．人権擁護の視点、職業倫理を身につける  
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カリキュラム比較表  
現）2年課程  1650  新）2年課程  新）保育士養成施設等卒  

1年課程  
1800 新）社会福祉士一般養成  

施設等卒課程  
1155 新）実務経験ルート  

6月課程  

11700 

教育内容   時間数  

人間とその生活の理解   120  

基  （内容自由）  

礎  

科  

目  

小 計   12D   

介護概論（講義）   60  

医学一般（講義〉   9（）  

精神保健（講義）   30  

社会福祉概論（講義）   60  

老人福祉論（講義）   60  

障害者福祉論（講義）   30  

リハビリテーション論（講義）   30  

専  
社会福祉援助技術（講義）   30  

門  30  

レクリエーション活動援助法（演習）  60  

科  
老人・障害者の心理（講義）   60  

日  60  

家政学実習（実習）   90  

介護技術（演習）  150  

形態別介護技術（演習）   15〔l  

介護宰習指導（演習）   90  

小 計   10鋸  

介護実習（実習）   450  

合 計  1650  

領域  教育内容   時間数  

人 間  30以上  

の  
理 解  30以上  

鐘   
牡  
の 理  60以上  

解   

退  ※上記必修科目のほか、人間と社会に  
択  関する選択科目  

小 計  240  

介護の基本   180  

コミュニケーション技術   60  

生活支援技術   300  

介  
護                         介護過程   150  

介護総合演習   120  

介護実習   450  

小 計   1280   

発達と老化の理解   60  

ろ と  60  

か  
ら  60  

だ  
の  
し  120  

く  
み  小 計   300   

合 計  1800  

領域  教育内容   ㌻一・脹   

人  

間 と 杜     杜  
の 理  15  

解   

小 計  15   

介護の基本   180  

コミュニケーション技術   60  

生活支援技術   300  

介 護                     介護過程   150  

介護総合演習   6D  

介護実習   21ロ  

小 計   g60  

発達と老化の理解   30   

ろ と  80  

か  
ら   38  
だ  
の  
し  60  

み  小 計   180   

合 計  1155   

領域  教育内容   時間数   

人  
同  
の  
理  
蝉   

人  

同 と 牡  
30  

会  
解   

小 計  ヰ5   

介護の基本   9（】  

コミュニケーション技術   30  

生活支援技楠   90  

介 護                     介護過程   90  

小 計   38（）  

発達と老化の理解   45   

ろ と  60  

か  
ら  60  

だ  
の  
し  gO  

く  
み  小 計   255   

合 計  608  
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○ 今回の教育内容見直しは、介護福祉士制度創設後20年間の教育を踏   

まえ、現行の教育内容を「介護」の枠組みの中で統合再編することを基   

本とし、介護ニーズの変化を踏まえて介護実践に資する教育内容となる   

よう充実■強化したものである。  

○ したがって、従来の科目のもとに学習されてきた教育内容も新しいカリ   

キュラムの中に含まれるものである。  

○ 教育内容についての国の基準は、基本となる教育内容を示したもので  

て 【  
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○ 新しい教育力リキュラムの基準においては、  

・「資格取得時の介護福祉士養成の目標」  

・「人間と社会」、「介護」及び「こころとからだのしくみ」の3つの「領域」と、それぞれの領   
域ごとの教育の「目的」  

・「生活支援技術」、「介護過程」等の「教育内容」と、それぞれの教育内容ごとの教育の  
「ねらい」及びそれぞれの教育内容ごとに「教育に含むべき事項」  

を基準として示すこととする。  

○ 各養成施設等は、基準において示された「生活支援技術」、「介護過程」等の教育内容   
ごとに、その裁量で科目編成を行うことができることとなる。   

＊ 各養成施設等の科目編成により教育内容が基準で示された水準に達していることを   

担保する観点から、基準で示された「教育に含むべき事項」の項目が、個々の科目のシ   
ラバスに記載されていることを条件とする。  

※ 別冊資料「新しい介護福祉士養成カリキュラムの基準と想定される教育内容の   

例」参照  
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